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議
案
第
１
号
 
説
明
資
料

 

士
幌
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
４
年
条
例
第
４
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
行
 

附
 
則
 

附
 
則
 

第
２
条
 
略
 

第
２
条
 
略
 

２
 
令
和
３
年
12
月
に
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
31
年
条
例
第
20
号
）
の
規
定
に

基
づ
き
期
末
手
当
を
支
給
さ
れ
た
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
22
2.
5分

の
15
」
と
あ
る
の
は
「
12
7.
5分

の
15
」
と
す
る
。
 

 

第
３
条
 
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で

定
め
る
。
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
 

令
和
４
年
度
税
制
改
正
（
地
方
税
関
係
）
の
要
旨
 

【
第
１
条
に
よ
る
改
正
】
 

税
目
・
改
正
項
目
 

改
正
内
容
 

条
例
 

地
方
税
法
等
 

適
用
期
日
等
 

個
人
町
民
税
 

１
.所

得
割
の
課
税
標

準
 

  ２
．
配
当
割
額
又
は
株

式
等
譲
渡
所
得
割

額
の
控
除
 

 ３
．
公
的
年
金
等
受
給

者
の
町
民
税
の
申

告
 

  ４
. 
給
与
所
得
者
及

び
公
的
年
金
等
受

給
者
の
扶
養
親
族

の
申
告
 

  ５
．
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
 

   ６
．
上
場
株
式
等
に
係

る
配
当
所
得
の
特

例
 

 

〇
総
合
課
税
又
は
分
離
課
税
を
、
確
定
申
告
書
の
記
載
に
よ
っ
て
の
み
適
用
す
る
。
 

   ○
総
合
課
税
又
は
分
離
課
税
が
あ
る
場
合
の
特
別
徴
収
税
額
の
税
額
控
除
を
確
定
申
告
書
の
記

載
に
よ
っ
て
行
う
。
 

  ○
公
的
年
金
受
給
者
等
の
特
定
配
偶
者
、
扶
養
親
族
等
の
申
告
を
改
定
 

 
 
※
所
得
税
の
納
税
義
務
者
の
合
計
所
得
が

90
0
万
円
以
下
で
、
同
一
生
計
配
偶
者
合
計
所

得
金
額
が

95
万
円
以
下
の
特
定
配
偶
者
及
び
、
退
職
手
当
を
有
し
な
い
扶
養
親
族
等
を
記

載
し
公
的
年
金
等
の
支
払
者
を
経
由
し
町
長
へ
提
出
 

 〇
給
与
所
得
者
、
公
的
年
金
受
給
者
等
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
改
定
 

 
 
※
給
与
所
得
者
・
・
配
偶
者
の
氏
名
を
記
載
 
 

 
 
※
公
的
年
金
受
給
者
・
・
一
定
の
配
偶
者
、
16

歳
超
の
扶
養
親
族
（
退
職
手
当
等
を
有
す

る
者
に
限
る
）
の
申
告
義
務
化
、
配
偶
者
の
氏
名
を
記
載
 

  ○
特
別
控
除
の
期
間
を
令
和
７
年
ま
で
延
長
す
る
。
 

  ○
延
長
・
見
直
し
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
特
別
措
置
の
終
了
 

 ○
申
告
分
離
課
税
を
、
所
得
税
で
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
限
り
適
用
す
る
。
 

第
33

条
第
４
項
 

   第
34

条
の
９
 

附
則
第
５
条
第
１

項
 

 第
36

条
の
２
 

    第
36

条
の
３
の
２
 

第
36

条
の
３
の
３
 

    附
則
第
７
条
の
３

の
２
 

 附
則
第

25
条
 

 附
則
第

16
条
の
３
 

第
31
3
条
第

13
項
 

 
同
 
 
第

15
項
 

  第
31
4
条
の
９
 

   第
31
7
条
の
２
 

    第
31
7
条
の

3
の

2 

第
31
7
条
の

3
の

3 

    附
則
第

5
条
の

4

の
2 

 附
則
第

61
条
 

 附
則
第

33
条
の

2 

 

令
和
６
年
１
月
１
日
 

            令
和
５
年
１
月
１
日
 

          令
和
６
年
１
月
１
日
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
 

税
目
・
改
正
項
目
 

改
正
内
容
 

条
例

 
地
方
税
法
等

 
適
用
期
日
等

 

固
定
資
産
税
 

１
．
証
明
書
 

    ２
．
税
額
の
減
額
 

   ３
．
課
税
標
準
の
特
例
 

○
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
事
項
証
明
書
の
交
付
を
行
う
際
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
登
記
簿

上
の
住
所
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
住
所
に
代
わ
り
、
新
た
に
登
記
所
か
ら
通
知
さ
れ

る
事
項
（
住
所
に
代
わ
る
事
項
）
を
記
載
す
る
。
 

  ○
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
に
係
る
特
例
の
拡
充
 

   ○
商
業
地
等
（
住
宅
地
で
は
な
い
宅
地
）
に
対
す
る
課
税
標
準
の
上
昇
幅
を

2.
5％

に
す
る
。
 

（
令
和
４
年
度
限
り
）
 

第
18

条
の
４
 

第
73

条
の
２
 

第
73

条
の
３
 

  附
則
第

10
条
の
３
 

   附
則
第

12
条
 

第
38
2
条
の
２
 

第
38
2
条
の
４
 

第
41
6
条
 

第
41
9
条
 

 附
則
第

15
条
の

9 

附
則
第

15
条
の

9

の
2 

 附
則
第

18
条
 

政
令
で
定
め
る
日
 

※
令
和
６
年
４
月
１

日
の
予
定
 

  令
和
４
年
４
月
１
日
 

 【
第
２
条
に
よ
る
改
正
】
 

 
 

 
 

税
目
・
改
正
項
目
 

改
正
内
容
 

条
例

 
地
方
税
法
等

 
適
用
期
日
等

 

個
人
町
民
税
 

   

１
．
申
告
書
 

   

○
第
１
条
の
改
正
に
よ
り
、
扶
養
親
族
申
告
書
に
係
る
改
正
規
定
を
変
更
す
る
。
 

 
 
 

  

令
和
３
年
条
例
第

22
号
の
第

36
条
の

３
の
３
の
改
正
規

定
 

令
和

4
年
改
正
法

附
則
第

27
条
 

   

令
和
６
年
１
月
１
日
 

  【
そ
の
他
】
 

引
用
条
項
及
び
文
言
の
整
理
 

○
法
律
の
改
正
に
よ
る
、
引
用
条
項
の
ズ
レ
を
修
正
、
文
言
の
整
理
を
行
う
。
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

士
幌
町
町
税
条
例
（
昭
和
43
年
条
例
第
15
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

（
納
税
証
明
書
の
交
付
手
数
料
）
 

（
納
税
証
明
書
の
交
付
手
数
料
）
 

第
18
条
の
４
 
法
第
20
条
の
10
の
納
税
証
明
書
の
交
付
（
法
第
38
2条

の
４
に
規
定
す
る
当
該

証
明
書
に
住
所
に
代
わ
る
事
項
の
記
載
を
し
た
も
の
の
交
付
を
含
む
。
）
の
手
数
料
は
、

士
幌
町
手
数
料
徴
収
条
例
(昭

和
43
年
条
例
第
６
号
)別

表
第
１
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す

る
。
た
だ
し
、
道
路
運
送
車
両
法
第
97
条
の
２
に
規
定
す
る
証
明
書
に
つ
い
て
は
手
数
料

を
徴
し
な
い
。
 

第
18
条
の
４
 
法
第
20
条
の
10
の
納
税
証
明
書
の
交
付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
数
料
は
、

士
幌
町
手
数
料
徴
収
条
例
(昭

和
43
年
条
例
第
６
号
)別

表
第
１
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す

る
。
た
だ
し
、
道
路
運
送
車
両
法
第
97
条
の
２
に
規
定
す
る
証
明
書
に
つ
い
て
は
手
数
料

を
徴
し
な
い
。
 

２
 
略
 

２
 
略
 

（
所
得
割
の
課
税
標
準
）
 

（
所
得
割
の
課
税
標
準
）
 

第
33
条
 
略
 

第
33
条
 
略
 

２
及
び
３
 
略
 

２
及
び
３
 
略
 

４
 
前
項
の
規
定
は
、
前
年
分
の
所
得
税
に
係
る
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申

告
書
に
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
施
行
規
則
に
定
め
る
事

項
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。
 

４
 
前
項
の
規
定
は
、
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
４
月
１
日
の
属
す

る
年
度
分
の
特
定
配
当
等
申
告
書
（
町
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提

出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
特
定
配
当

等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
施
行
規
則
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る

と
き
（
特
定
配
当
等
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
と
町
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
は
、
当
該
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
に

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
１
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
第
2号

に
掲
げ
る
申

告
書
が
い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
こ
の
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
町
長

が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 
(１

) 
第
36
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
 

 
(２

) 
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前
号
に
掲

げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
確
定
申
告
書
に
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

限
る
。
）
 

５
 
略
 

５
 
略
 

６
 
前
項
の
規
定
は
、
前
年
分
の
所
得
税
に
係
る
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申

告
書
に
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
施
行
規

則
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所

得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
 

６
 
前
項
の
規
定
は
、
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
４

月
１
日
の
属
す
る
年
度
分
の
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
申
告
書
（
町
民
税
の
納
税
通
知

書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ

の
他
施
行
規
則
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
申
告

書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
と

き
を
含
む
。
）
は
、
当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
１
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
い

ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事

情
を
勘
案
し
て
、
こ
の
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 
(１

) 
第
36
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
 

 
(２

) 
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前
号
に
掲

げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
確
定
申
告
書
に

限
る
。
）
 

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
）
 

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
）
 

第
34
条
の
９
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
第
33
条
第
４
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
 
 

 
に
記
載
し
た
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
特
定
配
当
等

の
額
に
つ
い
て
法
第
２
章
第
１
節
第
５
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
又

は
同
条
第
６
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
記
載
し
た
特
定
株
式

等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得

金
額
に
つ
い
て
同
節
第
６
款
の
規
定
に
よ
り
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
に

第
34
条
の
９
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
第
33
条
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
配
当
等
申
告

書
に
記
載
し
た
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
特
定
配
当
等

の
額
に
つ
い
て
法
第
２
章
第
１
節
第
５
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
又

は
同
条
第
６
項
に
規
定
す
る
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
申
告
書
に
記
載
し
た
特
定
株
式

等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得

金
額
に
つ
い
て
同
節
第
６
款
の
規
定
に
よ
り
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
に
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

は
、
当
該
配
当
割
額
又
は
当
該
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
に
５
分
の
３
を
乗
じ
て
得
た
金
額

を
、
第
34
条
の
３
及
び
前
３
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

は
、
当
該
配
当
割
額
又
は
当
該
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
に
５
分
の
３
を
乗
じ
て
得
た
金
額

を
、
第
34
条
の
３
及
び
前
３
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
は
、

令
第
48
条
の
９
の
３
か
ら
第
48
条
の
９
の
６
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納

税
義
務
者
に
対
し
そ
の
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
納

税
義
務
者
の
同
項
の
確
定
申
告
書
に
係
る
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
個
人

の
道
民
税
若
し
く
は
町
民
税
に
充
当
し
、
若
し
く
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴

収
金
に
充
当
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
は
、

令
第
48
条
の
９
の
３
か
ら
第
48
条
の
９
の
６
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納

税
義
務
者
に
対
し
そ
の
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
納

税
義
務
者
の
同
項
の
申
告
書
に
係
る
年
度
分
の
個
人
の
道
民
税
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
若
し
く
は
町
民
税
に
充
当
し
、
若
し
く
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴

収
金
に
充
当
す
る
。
 

３
 
略
 

３
 
略
 

（
町
民
税
の
申
告
）
 

（
町
民
税
の
申
告
）
 

第
36
条
の
２
 
第
23
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
第

５
号
の
４
様
式
（
別
表
）
に
よ
る
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
法
第
31
7条

の
６
第
１
項
又
は
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
支
払
報
告
書
又
は
公
的
年

金
等
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
者
か
ら
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
給
与
又
は

公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
前
年
中
に
お
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所
得
又
は

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
も
の
（
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
者
で
社
会
保
険
料
控
除
額
（
令
第
48
条
の
９
の
７
に
規

定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
額
、
生
命
保
険
料
控
除
額
、

地
震
保
険
料
控
除
額
、
勤
労
学
生
控
除
額
、
配
偶
者
特
別
控
除
額
（
所
得
割
の
納
税
義
務

者
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
90
0万

円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
法
第
31
4条

の

２
第
１
項
第
10
号
の
２
に
規
定
す
る
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
（
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
95
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な
い
も

の
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
若
し
く
は
法
第
31
4条

の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
扶
養
控
除
額

の
控
除
又
は
こ
れ
ら
と
併
せ
て
雑
損
控
除
額
若
し
く
は
医
療
費
控
除
額
の
控
除
、
法
第
31
3

第
36
条
の
２
 
第
23
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
第

５
号
の
４
様
式
（
別
表
）
に
よ
る
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
法
第
31
7条

の
６
第
１
項
又
は
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
支
払
報
告
書
又
は
公
的
年

金
等
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
者
か
ら
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
給
与
又
は

公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
前
年
中
に
お
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所
得
又
は

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
も
の
（
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
者
で
社
会
保
険
料
控
除
額
（
令
第
48
条
の
９
の
７
に
規

定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
額
、
生
命
保
険
料
控
除
額
、

地
震
保
険
料
控
除
額
、
勤
労
学
生
控
除
額
、
配
偶
者
特
別
控
除
額
（
所
得
税
法
第
２
条
第

１
項
第
33
号
の
４
に
規
定
す
る
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
若
し
く
は
法
第
31
4条

の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
扶
養
控
除
額

の
控
除
又
は
こ
れ
ら
と
併
せ
て
雑
損
控
除
額
若
し
く
は
医
療
費
控
除
額
の
控
除
、
法
第
31
3
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

条
第
８
項
に
規
定
す
る
純
損
失
の
金
額
の
控
除
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
純
損
失
若
し

く
は
雑
損
失
の
金
額
の
控
除
若
し
く
は
第
34
条
の
７
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
金
額

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
寄
附
金
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
の
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
等
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ

た
者
」
と
い
う
。
）
及
び
第
24
条
第
２
項
に
規
定
す
る
者
（
施
行
規
則
第
２
条
の
２
第
１

項
の
表
の
上
欄
の
（
２
）
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。  

条
第
８
項
に
規
定
す
る
純
損
失
の
金
額
の
控
除
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
純
損
失
若
し

く
は
雑
損
失
の
金
額
の
控
除
若
し
く
は
第
34
条
の
７
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
金
額

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
寄
附
金
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
の
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
等
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ

た
者
」
と
い
う
。
）
及
び
第
24
条
第
２
項
に
規
定
す
る
者
（
施
行
規
則
第
２
条
の
２
第
１

項
の
表
の
上
欄
の
（
２
）
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。  

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
書
を
町
長
に
提
出
す
べ
き
者
の
う
ち
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
基
礎
控
除
額
、
配
偶
者
控
除
額
及
び
扶
養
控
除
額
の
合
計
額
以
下
で
あ
る
者
（
施
行

規
則
第
２
条
の
２
第
１
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
が
提
出
す
べ
き
申
告
書

の
様
式
は
、
施
行
規
則
第
２
条
第
３
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
町
長
の
定
め
る
様
式

に
よ
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
書
を
町
長
に
提
出
す
べ
き
者
の
う
ち
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
基
礎
控
除
額
、
配
偶
者
控
除
額
及
び
扶
養
控
除
額
の
合
計
額
以
下
で
あ
る
者
（
施
行

規
則
第
２
条
の
２
第
１
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
が
提
出
す
べ
き
申
告
書

の
様
式
は
、
施
行
規
則
第
２
条
第
４
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
町
長
の
定
め
る
様
式

に
よ
る
。
 

３
～
９
 
略
 

３
～
９
 
略
 

第
36
条
の
３
 
略
 

第
36
条
の
３
 
略
 

２
 
前
項
本
文
の
場
合
に
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
（
施
行
規
則
第
２
条

の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。
）
の
う
ち
法
第
31
7条

の
２
第
１
項
各
号
又
は
第

３
項
に
規
定
す
る
事
項
に
相
当
す
る
も
の
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
付
記
さ
れ
た
事
項

は
、
前
条
第
１
項
又
は
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。
 

２
 
前
項
本
文
の
場
合
に
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
（
施
行
規
則
第
２
条

の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。
）
の
う
ち
法
第
31
7条

の
２
第
１
項
各
号
又
は
第

３
項
に
規
定
す
る
事
項
に
相
当
す
る
も
の
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
附
記
さ
れ
た
事
項

は
、
前
条
第
１
項
又
は
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。
 

３
 
第
１
項
本
文
の
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
者
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
、

施
行
規
則
第
２
条
の
３
第
２
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
第
１
項
本
文
の
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
者
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
、

施
行
規
則
第
２
条
の
３
第
２
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
附
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
個
人
の
町
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
）
 

（
個
人
の
町
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
 
）
 

第
36
条
の
３
の
２
 
所
得
税
法
第
19
4条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
」
と
い
う
。
）

で
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
同
項
に
規

第
36
条
の
３
の
２
 
所
得
税
法
第
19
4条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
」
と
い
う
。
）

で
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
同
項
に
規
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

定
す
る
給
与
等
の
支
払
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら

毎
年
最
初
に
給
与
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、
町

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

定
す
る
給
与
等
の
支
払
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら

毎
年
最
初
に
給
与
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、
町

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

略
 

(１
) 

略
 

(２
) 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
合
計
所
得
金
額
が
1,
00
0万

円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
の
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
（
法
第
31
3条

第
３
項
に
規
定
す
る
青
色
事

業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
で
同
項
に
規
定
す
る
給
与
の
支
払
を
受
け
る
も
の
及
び
同

条
第
４
項
に
規
定
す
る
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
合
計
所
得
金
額
が
13
3

万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
1項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
 

 

(３
)及

び
(４

) 
略
 

(２
)及

び
(３

) 
略
 

２
～
５
 
略
 

２
～
５
 
略
 

（
個
人
の
町
民
税
に
係
る
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
）
 

（
個
人
の
町
民
税
に
係
る
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
 
）
 

第
36
条
の
３
の
３
 
所
得
税
法
第
20
3条

の
６
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申

告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
又
は
法
の
施
行
地
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す
る
公

的
年
金
等
（
所
得
税
法
第
20
3条

の
７
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
の
支
払
を
受
け
る
者
で
あ
っ
て
、
特
定
配
偶

者
（
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
合
計
所
得
金
額
が
90
0万

円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

の
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
（
退
職
手
当
等
（
第
53
条
の
２
に
規
定
す
る
退
職
手

当
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、

合
計
所
得
金
額
が
95
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
第
２
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
扶
養
親
族
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
で
あ
っ
て
退
職
手
当
等
に
係
る
所
得
を
有

し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
受
給
者
」

と
い
う
。
）
で
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ

第
36
条
の
３
の
３
 
所
得
税
法
第
20
3条

の
６
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申

告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
又
は
法
の
施
行
地
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す
る
公

的
年
金
等
（
所
得
税
法
第
20
3条

の
７
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
の
支
払
を
受
け
る
者
で
あ
っ
て
、
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
扶
養
親
族
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
を
除
く
。
）
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
受
給
者
」

と
い
う
。
）
で
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

き
所
得
税
法
第
20
3条

の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
公
的
年
金
等
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
毎
年
最
初
に
公
的
年
金
等
の
支
払
を

受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
公
的
年
金
等
支
払
者
を
経
由
し
て
、
町
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

き
所
得
税
法
第
20
3条

の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
公
的
年
金
等
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
毎
年
最
初
に
公
的
年
金
等
の
支
払
を

受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
公
的
年
金
等
支
払
者
を
経
由
し
て
、
町
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

略
 

(１
) 

略
 

(２
) 

特
定
配
偶
者
の
氏
名
 

 

(３
)及

び
(４

) 
略
 

(２
)及

び
(３

) 
略
 

２
～
５
 
略
 

２
～
５
 
略
 

（
法
人
の
町
民
税
の
申
告
納
付
）
 

（
法
人
の
町
民
税
の
申
告
納
付
）
 

第
48
条
 
略
 

第
48
条
 
略
 

２
～
８
 
略
 

２
～
８
 
略
 

９
 
法
第
32
1条

の
８
第
62
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
で
あ
る
内
国
法
人
は
、
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
納
税
申
告
書
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
法
人
の
町
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
62
項
及
び
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
納
税
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
項
（
次
項
及
び
第
11
項
に
お

い
て
「
申
告
書
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
、
法
第
76
2条

第
１
号
に
規
定
す
る
地
方
税
関

係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
、
か
つ
、
地
方
税
共
同
機
構
（
第
11
項
に
お
い

て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
行
う
方
法
に
よ
り
町
長
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

９
 
法
第
32
1条

の
８
第
60
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
で
あ
る
内
国
法
人
は
、
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
納
税
申
告
書
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
法
人
の
町
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
60
項
及
び
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
納
税
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
項
（
次
項
及
び
第
11
項
に
お

い
て
「
申
告
書
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
、
法
第
76
2条

第
１
号
に
規
定
す
る
地
方
税
関

係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
、
か
つ
、
地
方
税
共
同
機
構
（
第
11
項
に
お
い

て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
行
う
方
法
に
よ
り
町
長
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

10
～
14
 
略
 

10
～
14
 
略
 

15
 
第
12
項
前
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
内
国
法
人
に
つ
き
、
法
第
32
1条

の
８
第
71

項
の
処
分
又
は
前
項
の
届
出
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
又
は
届
出
書

の
提
出
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
以
後
の
第
12
項
前
段
の
期
間
内
に
行
う
第
９
項
の
申
告
に
つ

15
 
第
12
項
前
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
内
国
法
人
に
つ
き
、
法
第
32
1条

の
８
第
69

項
の
処
分
又
は
前
項
の
届
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
又
は
届
出
書

の
提
出
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
以
後
の
第
12
項
前
段
の
期
間
内
に
行
う
第
９
項
の
申
告
に
つ
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

い
て
は
、
第
12
項
前
段
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
内
国
法
人
が
、
同
日
以

後
新
た
に
同
項
前
段
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

い
て
は
、
第
12
項
前
段
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
内
国
法
人
が
、
同
日
以

後
新
た
に
同
項
前
段
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

16
 
略
 

16
 
略
 

（
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
の
義
務
等
）
 

（
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
の
義
務
等
）
 

第
53
条
の
７
 
前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
際
、
そ
の
退
職

手
当
等
に
つ
い
て
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
を
徴
収
し
、
そ
の
徴
収
の
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
の
10
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
第
５
号
の
８
様
式
又
は
施
行
規
則
第
２
条
第
３
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
た
様
式
に
よ
る
納
入
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
、

及
び
そ
の
納
入
金
を
町
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
53
条
の
７
 
前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
際
、
そ
の
退
職

手
当
等
に
つ
い
て
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
を
徴
収
し
、
そ
の
徴
収
の
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
の
10
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
第
５
号
の
８
様
式
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
よ
る
納
入
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
、

及
び
そ
の
納
入
金
を
町
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
の
手
数
料
）
 

（
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
の
手
数
料
）
 

第
73
条
の
２
 
法
第
38
2条

の
２
に
規
定
す
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
同
条
第
１
項
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
閲
覧
（
法
第
38
2条

の
４
に
規
定
す
る

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
住
所
に
代
わ
る
事
項
の
記
載
を
し
た
も
の
の
閲
覧
を
含
む
。
）
の

手
数
料
は
、
１
回
に
つ
き
10
0円

と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
41
6条

第
３
項
又
は
第
41
9条

第

８
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
た
期
間
に
お
い
て
納
税
義
務
者
の
閲
覧
に
供
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
手
数
料
を
徴
し
な
い
。
 

第
73
条
の
２
 
法
第
38
2条

の
２
に
規
定
す
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
閲
覧
の
手
数
料
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
は
、
１
回
に
つ
き
10
0円

と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
41
6条

第
３
項
又
は
第
41
9条

第

８
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
た
期
間
に
お
い
て
納
税
義
務
者
の
閲
覧
に
供
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
手
数
料
を
徴
し
な
い
。
 

２
 
略
 

２
 
略
 

（
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証
明
書
の
交
付
手
数
料
）
 

（
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証
明
書
の
交
付
手
数
料
）
 

第
73
条
の
３
 
法
第
38
2条

の
３
に
規
定
す
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事

項
の
証
明
書
（
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
交
付

（
法
第
38
2条

の
４
に
規
定
す
る
当
該
証
明
書
に
住
所
に
代
わ
る
事
項
の
記
載
を
し
た
も

の
の
交
付
を
含
む
。
）
の
手
数
料
は
、
証
明
書
1枚

ご
と
に
30
0円

と
す
る
。
 

第
73
条
の
３
 
法
第
38
2条

の
３
に
規
定
す
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事

項
の
証
明
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
交
付

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
数
料
は
、
証
明
書
1枚

ご
と
に
30
0円

と
す
る
。
 

２
 
略
 

２
 
略
 

附
 
則
 

附
 
則
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

第
７
条
の
３
の
２
 
平
成
22
年
度
か
ら
令
和
20
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に

限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税
特
別
措
置
法
第
41
条
又

は
第
41
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
（
居
住
年
が
平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
又
は
平
成
21
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、

前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第
５
条
の
４
の
２
第
５
項
（
同

条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
と
こ

ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
34
条
の
３
及
び
第
34
条
の
６
の
規

定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
 

第
７
条
の
３
の
２
 
平
成
22
年
度
か
ら
令
和
15
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に

限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税
特
別
措
置
法
第
41
条
又

は
第
41
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
（
居
住
年
が
平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
又
は
平
成
21
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、

前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第
５
条
の
４
の
２
第
５
項
（
同

条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
と
こ

ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
34
条
の
３
及
び
第
34
条
の
６
の
規

定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
 

２
 
略
 

２
 
略
 

（
法
附
則
第
15
条
第
２
項
第
１
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

（
法
附
則
第
15
条
第
２
項
第
１
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

第
10
条
の
２
 
略
 

第
10
条
の
２
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

３
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

４
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
１
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

４
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
１
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

５
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
１
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

５
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
１
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

６
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
１
号
ニ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

６
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
１
号
ニ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

７
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
２
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す
る
。
 

７
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
２
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す
る
。
 

８
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
２
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す
る
。
 

８
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
２
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す
る
。
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

９
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
２
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す
る
。
 

９
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
２
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す
る
。
 

10
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

10
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

11
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

11
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

12
 
法
附
則
第
15
条
第
26
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

12
 
法
附
則
第
15
条
第
27
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
町
の

条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

13
 
法
附
則
第
15
条
第
33
項
に
規
定
す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

13
 
法
附
則
第
15
条
第
34
項
に
規
定
す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

14
 
法
附
則
第
15
条
第
34
項
に
規
定
す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

14
 
法
附
則
第
15
条
第
35
項
に
規
定
す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

15
及
び
16
 
略
 

15
及
び
16
 
略
 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

す
べ
き
申
告
）
 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

す
べ
き
申
告
）
 

第
10
条
の
３
 
略
 

第
10
条
の
３
 
略
 

２
～
６
 
略
 

２
～
６
 
略
 

７
 
法
附
則
第
15
条
の
９
第
９
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
10
項
の
熱
損
失

防
止
改
修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
９
項
各
号
に
掲
げ
る

書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

７
 
法
附
則
第
15
条
の
９
第
９
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
住
宅
 
又
は
同
条
第
10
項
の
熱
損
失

防
止
改
修
専
有
部
分
 
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
 
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
９
項
各
号
に
掲
げ
る

書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
)～

(３
) 

略
 

(１
)～

(３
) 

略
 

(４
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
年
月
日
 

(４
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
 
が
完
了
し
た
年
月
日
 

(５
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
及
び
令
附
則
第
12
条
第
31
項
に
規
定
す

(５
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
 
に
要
し
た
費
用
及
び
令
附
則
第
12
条
第
31
項
に
規
定
す
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

る
補
助
金
等
 

る
補
助
金
等
 

(６
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
を
経
過
し
た
後
に
申
告
書
を

提
出
す
る
場
合
に
は
、
３
月
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
 

(６
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
 
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
を
経
過
し
た
後
に
申
告
書
を

提
出
す
る
場
合
に
は
、
３
月
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
 

８
 
略
 

８
 
略
 

９
 
法
附
則
第
15
条
の
９
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同

条
第
５
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
附
則
第
15
条
の
９
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損

失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
11
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

９
 
法
附
則
第
15
条
の
９
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
住
宅
又
は
 
同

条
第
５
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
住
宅
専
有
部
分
 
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
附
則
第
15
条
の
９
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損

失
防
止
改
修
工
事
 
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
11
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
)～

(３
) 

略
 

(１
)～

(３
) 

略
 

(４
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
年
月
日
 

(４
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
 
が
完
了
し
た
年
月
日
 

(５
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
及
び
令
附
則
第
12
条
第
31
項
に
規
定
す

る
補
助
金
等
 

(５
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
 
に
要
し
た
費
用
及
び
令
附
則
第
12
条
第
31
項
に
規
定
す

る
補
助
金
等
 

(６
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
を
経
過
し
た
後
に
申
告
書
を

提
出
す
る
場
合
に
は
、
３
月
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
理
由
 

(６
) 

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
 
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
を
経
過
し
た
後
に
申
告
書
を

提
出
す
る
場
合
に
は
、
３
月
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
理
由
 

10
及
び
11
 
略
 

10
及
び
11
 
略
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
特
例
）
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
特
例
）
 

第
12
条
 
宅
地
等
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
34
9条

の
３
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

第
12
条
 
宅
地
等
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
34
9条

の
３
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
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条
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係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
10
0分

の
５
（
商
業
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
あ
っ
て
は
、
10
0分

の
2.
5）

を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
固

定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
34
9条

の
３
又
は
附
則
第
15
条
か
ら
第
15
条

の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定

に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整

固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額

と
す
る
。
 

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
10
0分

の
５
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
固

定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
34
9条

の
３
又
は
附
則
第
15
条
か
ら
第
15
条

の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定

に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整

固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額

と
す
る
。
 

２
～
５
 
略
 

２
～
５
 
略
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
16
条
の
３
 
略
 

第
16
条
の
３
 
略
 

２
 
前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
８
条
の
４
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
上
場

株
式
等
の
配
当
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
と
い
う
。
）

に
係
る
配
当
所
得
に
係
る
部
分
は
、
町
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得

税
に
つ
い
て
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
同
条
第
１
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
限
り
適
用
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
８
条
の
４
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
上
場

株
式
等
の
配
当
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
と
い
う
。
）

に
係
る
配
当
所
得
に
係
る
部
分
は
、
町
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
当
該
特
定
上
場

株
式
等
の
配
当
等
の
支
払
を
受
け
る
べ
き
年
の
翌
年
の
４
月
１
日
の
属
す
る
年
度
分
の
町

民
税
に
つ
い
て
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
前
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
の
あ
る
第
33
条
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
配
当
等
申
告

書
を
提
出
し
た
場
合
（
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
り
適
用
す
る
も
の
と
し
、
町

民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
特
定
上
場
株
式
等
の
配

当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
１
項
及
び
第
２
項
並
び
に
第
34
条
の
３
の
規
定

の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
他
の

特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

 
(１

) 
第
33
条
第
４
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
 

 
(２

) 
第
33
条
第
４
項
第
１
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
申
告
書
が

い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
町
長
が
認

め
る
と
き
。
 

３
 
略
 

３
 
略
 

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る

町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る

町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
17
条
の
２
 
略
 

第
17
条
の
２
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
第
１
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、
所
得
割
の

納
税
義
務
者
が
、
そ
の
有
す
る
土
地
等
に
つ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
33
条
か
ら
第
33
条

の
４
ま
で
、
第
34
条
か
ら
第
35
条
の
３
ま
で
、
第
36
条
の
２
、
第
36
条
の
５
、
第
37
条
、

第
37
条
の
４
か
ら
第
37
条
の
６
ま
で
又
は
第
37
条
の
８
 
 
 
 
 
 
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
譲
渡
は
、
第
１
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

の
譲
渡
又
は
前
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
に
該
当
し
な

い
も
の
と
み
な
す
。
 

３
 
第
１
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、
所
得
割
の

納
税
義
務
者
が
、
そ
の
有
す
る
土
地
等
に
つ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
33
条
か
ら
第
33
条

の
４
ま
で
、
第
34
条
か
ら
第
35
条
の
３
ま
で
、
第
36
条
の
２
、
第
36
条
の
５
、
第
37
条
、

第
37
条
の
４
か
ら
第
37
条
の
６
ま
で
、
第
37
条
の
８
又
は
第
37
条
の
９
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
譲
渡
は
、
第
１
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

の
譲
渡
又
は
前
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
に
該
当
し
な

い
も
の
と
み
な
す
。
 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
20
条
の
２
 
略
 

第
20
条
の
２
 
略
 

２
及
び
３
 
略
 

２
及
び
３
 
略
 

４
 
前
項
後
段
の
規
定
は
、
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
分
の
所
得
税
に
係

る
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
適
用
す
る
。
 

４
 
前
項
後
段
の
規
定
は
、
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
４
月
１

日
の
属
す
る
年
度
分
の
特
例
適
用
配
当
等
申
告
書
（
町
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ

る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
特
例
適
用
配
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

当
等
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
町
長
が

認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
に
限
り
、
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及

び
第
２
号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書

に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
同
項
後
段
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 
(１

) 
第
36
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
 

 
(２

) 
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前
号
に
掲

げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
確
定
申
告
書
に

限
る
。
）
 

５
 
略
 

５
 
略
 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
20
条
の
３
 
略
 

第
20
条
の
３
 
略
 

２
及
び
３
 
略
 

２
及
び
３
 
略
 

４
 
前
項
後
段
の
規
定
は
、
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
分
の
所
得
税
に
係

る
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
適
用
す
る
。
 

４
 
前
項
後
段
の
規
定
は
、
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
４
月
１

日
の
属
す
る
年
度
分
の
条
約
適
用
配
当
等
申
告
書
（
町
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ

る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
条
約
適
用
配

当
等
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
町
長
が

認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
に
限
り
、
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及

び
第
２
号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書

に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
同
項
後
段
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 
(１

) 
第
36
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
 

 
(２

) 
第
36
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前
号
に
掲
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
確
定
申
告
書
に

限
る
。
）
 

５
 
略
 

５
 
略
 

６
 
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
（
第

３
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
第
34
条
の
９
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
１
項
中
「
又
は
同
条
第
６
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
附
則

第
20
条
の
３
第
３
項
前
段
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
（
以
下
「
条
約
適
用
配
当
等
」

と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
分
の
所
得
税
に
係
る
 
 
 
 
 
 
 
 
同
条
第

４
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
こ
の
項
 
 
 
 
 
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
旨
及
び
当
該
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
場

合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
あ
っ
て
、
当
該
条
約
適
用
配
当
等
に

係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
条
約
適
用
配
当
等
の
額
に
つ
い
て
租
税
条
約

等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
44
年
法
律
第
46
号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の

２
第
１
項
の
規
定
及
び
法
第
２
章
第
１
節
第
５
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た

と
き
、
又
は
第
33
条
第
６
項
」
と
、
同
条
第
３
項
中
「
法
第
37
条
の
４
」
と
あ
る
の
は
「
租

税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
37
条
の
４
」
と
す
る
。
 

６
 
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
（
第

３
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
第
34
条
の
９
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
１
項
中
「
又
は
同
条
第
６
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
附
則

第
20
条
の
３
第
３
項
前
段
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
（
以
下
「
条
約
適
用
配
当
等
」

と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
４
月
１
日
の
属
す
る
年
度
分
の
同
条
第

４
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
申
告
書
に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
旨
及
び
当
該
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
場

合
（
条
約
適
用
配
当
等
申
告
書
に
こ
れ
ら
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
条
約
適
用
配
当
等
に

係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
条
約
適
用
配
当
等
の
額
に
つ
い
て
租
税
条
約

等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
44
年
法
律
第
46
号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の

２
第
１
項
の
規
定
及
び
法
第
２
章
第
１
節
第
５
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た

と
き
、
又
は
第
33
条
第
６
項
」
と
、
同
条
第
３
項
中
「
法
第
37
条
の
４
」
と
あ
る
の
は
「
租

税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
37
条
の
４
」
と
す
る
。
 

 
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例
）
 

 
第
25
条
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
特
例
法
第
６
条
第
４
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
附
則
第
７
条
の
３
の

２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
15
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令

和
16
年
度
」
と
す
る
。
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

 
２
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特

例
法
第
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
附
則
第
７
条
の
３
の

２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
15
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
1

7年
度
」
と
、
「
令
和
３
年
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
４
年
」
と
す
る
。
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議
案
第
２
号
 
説
明
資
料
（
第
２
条
関
係
）

 

士
幌
町
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
３
年
条
例
第
22
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

第
１
条
 
士
幌
町
町
税
条
例
（
昭
和
43
年
条
例
第
15
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
１
条
 
士
幌
町
町
税
条
例
（
昭
和
43
年
条
例
第
15
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

（
中
略
）
 

（
中
略
）
 

第
36
条
の
３
の
３
第
１
項
中
「
扶
養
親
族
（
」
の
次
に
「
年
齢
16
歳
未
満
の
者
又
は
」

を
加
え
、
「
有
し
な
い
者
を
除
く
」
を
「
有
す
る
者
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
第
４
項
中

「
所
得
税
法
第
20
3条

の
６
第
６
項
に
規
定
す
る
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受

け
て
い
る
」
を
「
令
第
48
条
の
９
の
７
の
３
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
８
条
の
２
の
２
に

規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
」
に
改
め
る
。
 

第
36
条
の
３
の
３
第
１
項
中
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
を
除
く
」
を
「
年
齢
16
歳
未
満
の

者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
第
４
項
中

「
所
得
税
法
第
20
3条

の
６
第
６
項
に
規
定
す
る
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受

け
て
い
る
」
を
「
令
第
48
条
の
９
の
７
の
３
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
８
条
の
２
の
２
に

規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
」
に
改
め
る
。
 

（
後
略
）
 

（
後
略
）
 

附
 
則
 

附
 
則
 

（
町
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）
 

（
町
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）
 

第
２
条
 
略
 

第
２
条
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
前
条
第
３
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
士
幌
町
町
税
条
例
第
24
条
第
２
項
及
び

第
36
条
の
３
の
３
第
１
項
並
び
に
附
則
第
５
条
第
１
項
の
規
定
は
、
令
和
６
年
度
以
後
の

年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
５
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
町
民
税
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

３
 
前
条
第
３
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
士
幌
町
町
税
条
例
の
規
定
中
個
人
の
町

民
税
に
関
す
る
部
分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
、
令
和
６
年
度
以
後
の

年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
５
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
町
民
税
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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議
案
第
３
号
 
説
明
資
料

 

士
幌
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
平
成
２
年
条
例
第
３
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

（
定
義
）
 

（
定
義
）
 

第
２
条
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
乳
幼
児
等
」
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
を
い
う
。
 

第
２
条
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
乳
幼
児
等
」
と
は
、
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
を
い
う
。
 

２
～
８
 
略
 

２
～
８
 
略
 

（
対
象
者
）
 

（
対
象
者
）
 

第
３
条
 
こ
の
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
対
象
者
」

と
い
う
。
）
は
、
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
若
し
く
は
組
合
員
又
は
被
扶

養
者
で
あ
り
、
か
つ
、
本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
の
乳
幼
児
等
と
す
る
  
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
 
  
  
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳
幼
児
等
は
除
く
も
の
と

す
る
。
 

第
３
条
 
こ
の
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
対
象
者
」

と
い
う
。
）
は
、
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
若
し
く
は
組
合
員
又
は
被
扶

養
者
で
あ
り
、
か
つ
本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42
年
法

律
第
81
号
）
に
よ
る
住
民
票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
乳
幼
児
等
若
し
く
は
国
民
健
康
保
険
法

第
11
6条

の
２
の
規
定
に
よ
り
本
町
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
さ
れ
た
乳
幼

児
等
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳
幼
児
等
は
除
く
も
の
と

す
る
。
 

(1
)～

(4
) 

略
 

(1
)～

(4
) 
 
略
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議
案
第
４
号
 
説
明
資
料

 

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
税
改
正
の
要
旨
 

項
 
目
 

改
 
正
 
内
 
容
 

条
 
例
 

地
方
税
法
等
 

適
用
期
日
等
 

課
税
限
度
額
の
改
正
 

        国
民

健
康

保
険

税
の

減
額

 
   課
税
の
特
例

 
   減
免
の
特
例

 
       

〇
医
療
分
、
介
護
分
の
課
税
限
度
額
を
次
の
よ
う
に
引
上
げ
る
。
 

 

 
 
区
 
分
 

現
 
行
 

改
 
正
 

引
上
げ
額
 

医
療
分
 

63
万
円
 

65
万
円
 

２
万
円
 

支
援
分
 

19
万
円
 

20
万
円
 

１
万
円
 

   ○
第
２
条
の
改
正
に
よ
り
、
医
療
分
、
介
護
分
の
課
税
限
度
額
を
引
上
げ
る
。
 

 

  

 〇
法
律
の
改
正
に
よ
る
、
文
言
の
整
理
を
行
う
。
 

 
   

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
保
険
税
の
納
付
が
困
難
な

世
帯
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
期
間
を
延
長
す
る
。
 

第
2
条
 

        第
23

条
 

    附
則
第
２
項
 

   附
則
第

14
項
 

       

地
方
税
法
第

70
3
条
の
４
 

施
行
令
第

56
条
の

88
の

２
 

      地
方
税
法
第

70
3
条
の
５
 

施
行
令
第

56
条
の

88
の

２
 

施
行
令
第

56
条
の

89
 

 地
方
税
法
第

35
条
の
５
 

施
行
令
附
則
第

18
条
の
８
 

         

令
和
４
年
４
月
１
日
 

        令
和
４
年
４
月
１
日
 

    公
布
の
日
 

   令
和
４
年
４
月
１
日
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議
案
第
４
号
 
説
明
資
料

 

士
幌
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
昭
和
43
年
条
例
第
16
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

（
課
税
額
）
 

（
課
税
額
）
 

第
２
条
 
（
略
）
 

第
２
条
 
（
略
）
 

２
 
前
項
第
１
号
の
基
礎
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び

そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
並
び
に
被

保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
6

5万
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
基
礎
課
税
額
は
、
65
万
円
と
す
る
。
 

２
 
前
項
第
１
号
の
基
礎
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び

そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
並
び
に
被

保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
6

3万
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
基
礎
課
税
額
は
、
63
万
円
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯

主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
並
び
に

被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額

が
20
万
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
20
万
円
と

す
る
。
 

３
 
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯

主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
並
び
に

被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額

が
19
万
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
19
万
円
と

す
る
。
 

４
 
（
略
）
 

４
 
（
略
）
 

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）
 

第
23
条
 
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
国

民
健
康
保
険
税
の
額
は
、
第
２
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る

額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
65
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
65
万

円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ
及
び
エ
に
掲
げ
る
額

を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
20
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
20
万
円
）

並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か
ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し

て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
17
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
17
万
円
）
の
合
算

額
と
す
る
。
 

第
23
条
 
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
国

民
健
康
保
険
税
の
額
は
、
第
２
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る

額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
63
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
63
万

円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ
及
び
エ
に
掲
げ
る
額

を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
19
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
19
万
円
）

並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か
ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し

て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
17
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
17
万
円
）
の
合
算

額
と
す
る
。
 

(1
)～

(3
) 
（
略
）
 

(1
)～

(3
) 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
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議
案
第
４
号
 
説
明
資
料

 

改
正
案
 

現
 
行
 

附
 
則
 

附
 
則
 

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

２
 
当
分
の
間
、
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
、
前
年
中
に
所
得
税
法
第
35
条
第
３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金

等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
４
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
年
齢
65
歳
以

上
で
あ
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
控
除
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
23
条
第
１
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
法
第
70
3条

の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金

額
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
70
3条

の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金

額
（
所
得
税
法
第
35
条
第
３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
か
ら
15
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
よ

る
も
の
と
す
る
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
、
「
11
0万

円
」
と
あ
る
の
は
「
12
5万

円
」

と
す
る
。
 

２
 
当
分
の
間
、
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
、
前
年
中
に
所
得
税
法
第
35
条
第
３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金

等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
４
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
年
齢
65
歳
以

上
で
あ
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
控
除
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
23
条
第
１
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
法
第
70
3条

の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金

額
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
70
3条

の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金

額
（
所
得
税
法
第
35
条
第
３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
か
ら
15
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
よ

る
も
の
と
す
る
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
、
「
11
0万

円
」
と
あ
る
の
は
「
12
5万

円
」

と
す
る
。
 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
の
特
例
）
 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
の
特
例
）
 

14
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
蔓
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
、

第
24
条
の
３
第
１
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者
が
、
国
民
健

康
保
険
税
（
令
和
元
年
度
分
か
ら
令
和
４
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
っ
て
、

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
普
通
徴
収
に
係
る
納
期
限

（
特
別
徴
収
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
）
の
支
払
の
日
が
存
す
る

も
の
に
限
る
。
）
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
24
条
の
３
第
２
項
の
規

定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
長
が
指
定
す
る
日

と
す
る
。
 

14
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
蔓
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
、

第
24
条
の
３
第
１
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者
が
、
国
民
健

康
保
険
税
（
令
和
元
年
度
分
か
ら
令
和
３
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
っ
て
、

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
普
通
徴
収
に
係
る
納
期
限

（
特
別
徴
収
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
）
の
支
払
の
日
が
存
す
る

も
の
に
限
る
。
）
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
24
条
の
３
第
２
項
の
規

定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
長
が
指
定
す
る
日

と
す
る
。
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議
案
第
５
号
 
説
明
資
料

 

士
幌
町
介
護
保
険
条
例
（
平
成
12
年
条
例
第
３
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

附
 
則
 

附
 
則
 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
に

お
け
る
保
険
料
の
減
免
）
 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
に

お
け
る
保
険
料
の
減
免
）
 

第
７
条
 
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
（
特
別
徴
収

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料
（
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
14

日
以
内
に
法
第
12
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
令
和
２
年
２

月
１
日
以
降
に
納
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料
で
あ
っ
て
、
当
該
届
出
が
第
１
号
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
行
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
同
年
２
月
１
日

前
に
納
期
限
が
定
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
除
く
。
）
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
保
険
料
の
減
免
の
要
件
を
満

た
す
も
の
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
 

第
７
条
 
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
（
特
別
徴
収

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料
（
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
14

日
以
内
に
法
第
12
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
令
和
２
年
２

月
１
日
以
降
に
納
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料
で
あ
っ
て
、
当
該
届
出
が
第
１
号
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
行
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
同
年
２
月
１
日

前
に
納
期
限
が
定
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
除
く
。
）
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
保
険
料
の
減
免
の
要
件
を
満

た
す
も
の
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
 

(1
)・

(2
) 
 
略
 

(1
)・

(2
) 
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
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